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設備投資額および研究開発費の推移�
設備投資額�
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従業員の推移� （単位：人）�

連結�

1,470 1,439 1,476
1,603 1,589

個別�

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

789 755 769 811 842

連結売上高
729億円

日本
69%

北米
12%

欧州
1%

アジア
18%

セグメント別連結売上高構成比�
日本� アジア� 北米� 欧州�
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塩ビ事業の更なるグローバル化�
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高機能製品事業の拡大�

2005年度
（実績）
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2008年度
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設備投資
計画

3ヵ年合計
155億円

国内
115億円
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海外
40億円

26%

設備投資計画�

設備投資
計画

3ヵ年合計
155億円

塩ビ事業の更なる�
グローバル化�
20億円�
13%

高機能製品事業の拡大
80億円
52%

その他�
55億円�

35%

設備投資計画の内訳�
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ボールペンの�
グリップ材�

樹脂サッシ材�

ガラス用機能フィルム�
「リベックス®」�

プラグ付きコード�
光学用フィルム�

テーブル�
エッジ�

家電用�
フィルム�

ユニットバス用�
フィルム�

手すり材�

リフォーム用�
樹脂パネル�

フラットケーブル�

車両用�
化粧粘着シート�

冷蔵庫表面�
フィルム�

キッチン表面フィルム�
家庭用ラップ�

こんなところにリケンテクノス�
私たちは、私たちは、人・暮らし暮らし・環境を豊かに結ぶ、環境を豊かに結ぶ、�
マテリアルマテリアル・ソリューションソリューション・サプライヤーです。サプライヤーです。�

こんなところにリケンテクノス�
私たちは、人・暮らし・環境を豊かに結ぶ、�
マテリアル・ソリューション・サプライヤーです。�
私たちの製品は用途に応じ加工され、暮らしの中で活躍しています。�私たちの製品は用途に応じ加工され、暮らしの中で活躍しています。�

食品包材事業�フイルム事業�コンパウンド事業�
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SUPER MARKET

SUPER MARKET

ガラス用フィルム�

マッドガード�
ドアフレームフィルム�

ルーフモール�

ウィンド�
モール�

アシストグリップ�

ワイヤー�
ハーネス材�

シフトノブ�
アームレスト�

化粧粘着シート�
「フィーノ®」�

食品包装用ラップ�

ガラス用�
装飾フィルム�

腰壁�

ルーフモール�

巾木�

廻り縁�

こんなところにリケンテクノス�
私たちは、人・暮らし・環境を豊かに結ぶ、�
マテリアル・ソリューション・サプライヤーです。�
私たちの製品は用途に応じ加工され、暮らしの中で活躍しています。�

食品包材事業食品包材事業�フイルム事業フイルム事業�コンパウンド事業コンパウンド事業� 食品包材事業�コンパウンド事業� フイルム事業�
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株　主　総　会�

監査役会�取締役会�会計監査人�
監査�

□ 諸規程�

□ 内部統制システムの
　 基本方針�

事業経営会議�

業務執行�

各
事
業
部
門�

管
理
企
画
部
門�

技
術
製
造
部
門�

環
境
安
全
品
質
保
証
部�

選任�

□ 内部通報制度�

選任�選任�

監査�選定�監査�

コンプライアンス・�
マニュアル�

企業行動規範�

職務権限規程�

組織規程�
総合リスクマネジメント委員会�

法規遵守委員会�

製品安全委員会�

化学物質管理委員会�

代表取締役�

監査�

監
査
室�
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株主の構成�
自己名義株式
4.35％
2,878千株

個人・その他
16.10％
10,643千株

金融機関
37.25％
24,629千株

証券会社
0.39％

257千株

その他
0.01％
6千株

外国法人等
4.90％

3,236千株

その他の国内法人
37.00％

24,461千株

株主の構成�
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管理職�

中堅層�

若手層�

新入社員�

階層別教育体系�

新任役員研修�

営
業
関
連
研
修�

技
術
関
連
研
修�

製
造
関
連
研
修�

目
標
管
理
研
修�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
研
修�

財
務
研
修�

海
外
語
学
研
修�

通
信
教
育
研
修�

アセスメント研修 　�

管理職マネジメント研修�

アセスメント研修 　�

アセスメント研修 　�

中堅社員研修�

育成担当・メンター研修�

フォローアップ研修�

入社時研修�

職種別教育体系� 目的別教育体系� 選択型教育体系�

昇格時研修�

昇格時研修�

2007年度リケンテクノス教育体系
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C o m m e n t

I recently spent 4 weeks at the Riken Technos Mie factory to learn the
production process.  This training was necessary for me due  to the opening
of our new facility, Riken Elastomers Corp. USA.  This was my first trip to
Japan and I was well pleased with all of the staff at the Riken Technos Mie
factory.  The examples of teamwork and dedication to Quality will be a
stepping stone for our facility in the USA.  I gained not only knowledge of the
production process but also a great respect for the culture of Japan.  As I
build our production team in the USA, I will incorporate many values and
standards that I have observed during my training period in Japan.  I would
like to personally thank Riken Technos Corp. for allowing me this great
opportunity and I look forward to a long and prosperous career with Riken
Elastomers Corp. USA.

Sincerely,

Mark Butts
Production Supervisor
Riken Elastomers Corp. USA. 
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代表取締役社長�

経営者による見直し会議�

内部監査チーム�

環境マネジメントシステム委員会�

総括環境法規管理責任者�

総括環境管理責任者�

埼玉工場、三重工場、�
群馬工場�

各環境管理責任者�
�

環境対策委員会�

本社、大阪支店、�
名古屋営業所�

各環境管理責任者�

環境対策委員会�

材料開発センター�
環境管理責任者�

環境対策委員会�

フイルム開発センター�
環境管理責任者�

環境対策委員会�
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2,000 t

産業廃棄物発生量＊�

2,255

1,848

1,490 1,492

1,115
966

697

-69.1%

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

0

35千t-CO2

40千t-CO2

43,640

42,080

43,220

42,480 42,220
41,680

43,030
-1.4%

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

温室効果ガス排出量＊2
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製品安全対策委員会�
製造部署での�
製品安全対策�

製品安全審査委員会� 製品安全審査実施�

製品安全委員会� 組織･ルールの構築�

代表取締役�
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製
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会�
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よ
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Ｌ
審
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産業廃棄物発生量�

1,541

1,268
1,100 1,148

830 757

548

-64.4%

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度
0

20千t-CO2

25千t-CO2

温室効果ガス排出量�

22,990 22,660
23,490

23,230

21,860

19,450 19,360
-15.8%

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度



37

0

500 t

1,000 t

産業廃棄物発生量�

605

485

334
281

218
148

109

-82.0%

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度
0

20千t-CO2

25千t-CO2

温室効果ガス排出量�

20,160

18,950 19,250
18,760

19,850 20,010 19,750
-2.0%

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度
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私達は、素材と加工技術の提案で課題を解決する�
“マテリアル・ソリューション・サプライヤー”です。�

We are a “Material Solution Supplier”, solving issues through
the proposition of materials and processing technologies.

Material Solution Supplier

お問い合わせ先�
この報告書の内容に関するご意見、お問い合わせは下記で承っています。�

リケンテクノス株式会社　経営企画室�
〒103-8438　東京都中央区日本橋本町3丁目11番5号
TEL：03-3663-7996　　FAX：03-3663-7997
　　�
ホームページ�
http://www.rikentechnos.co.jp/ 2007.10 Printed in Japan


